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自作 PCオーディオ再生ソフトの試聴報告(3) 

―Bartok Player試聴報告 ― 

 

１． はじめに 

 オーディオ仲間の自作 PC オーディオ再生ソフト Stream Player も次第に

Version-upして進化を遂げてきております。Stream Player1.2.4と Stream Player 

2.1.2 が最新 Version で、これらが現在 PC オーディオでの常用再生ソフトとなって

います。また、CD のストリーム再生を可能とした Stream CD Playerもいただいて

おり、PCオーディオで CDドライブから CDを再生するのに重宝しており、音質も

気にいっています。 

今回、バルトークフアンの西野さん向けに製作された Stream Player の発展タイプ

である Bartok Playerを入手できましたのでその試聴結果を報告します。 

 

２．試聴条件 

Bartok Player1.1.1を USB-5にインストールし、比較対象は Stream Player1.2.4と

して、USB-5に入れた 192KHz, 24bitWAVクラシック音源を次の条件で再生します。 

   USB-5→SSD Type PC→USB-201(Musical Position)→CCV-5→DAC-1 

      ディジタルケーブルはディジタルリベラメンテ 

   クロックケーブルはクロックリベラメンテ 

   クロック入力 GPS-777→USB-201：192KHz 

          GPS-777→CCV-5：96KHz 

３．試聴結果 

Bartok Player1.1.1 は切れ込みよく清冽な感じが好ましく、比較対象の Stream 

Player1.2.4は滑らかで湿度感があります。 

以前の印象に比べ、USB-201と CCV-5へのクロックリベラメンテによるクロック入

力で Stream Playerも一皮向けた印象です。 

 

左：Bartok Player1.1.1画面 

右上：Stream Player1.2.4画面 

右下：Stream CD Player画面 



４．まとめ 

Bartok Player1.1.1、Stream Player1.2.4ともにそれぞれの良さがあり、当面両方と

も基準プレイヤーソフトにして音源によって選択していくつもりです。 

 

以上 

 

【追記】なお、この他にもWASAPI排他モードで動作する Exclusive Player1.1.2 と

いうものが作成されており、やはりオーディオ仲間のM谷さんが気にいって

Jazz用に使われています。 

     

 


